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クロ【モべルナrルは生物尊を定義して「生命汐象を研究し、その現象の顕現に関する物質
的僕件を決定するを目的とする科挙なり」と言ふ。＼「科挙に於て轡らざるものは目標と方法の
みである」とはよく聞き馴れた言葉であるが、従来の畢習に於げろ貴大の妖階位単なる断片的
事象の研究理念に留まりそれが、研究の究極の目標がどこにあるか、をの月標に向っての研究
方法は如何なる道程をもって最も息琶愛首とするかの中心艶が、等閑視されてゐた中のやうに
思はれる。最近新制高等畢校の生物科に於ける、学習項目並に教授単元の決定案を克るに及ん
で割期的にこの鉄路が袖はれんとする懐向にあるを感じ、いさ1′か意を強うする次第である。
生物撃の研究はどこまでも生命現象の本質を掴まんとすることをもって、究極目標としなくて
はならぬ。その賛相の研究が深められるに従って、これが利用更生の方途も科挙的に蟄居する
ものであらう。足もとのみ町阻覚を限られるならば、如何なる努力も結果は息はぬ方向に迷払
込み途方に暮れることが多いであらう。そのやうな意味に於て、私は撹拳を省みず上塙の如き
問題につき、幼椎な論詮を纏めて見た。何Lもこの世相のもとに喰はんがための営みに迫はれ
つ⊥それがその戴き乱された頭脳をもっての努作であり、原稿締切日も既に過ぎた今瞳間的の

制約もあって、賢特恵に満たないものに経ったことは邁櫨である。従って最近世に於けろ最も
これが板に解れる部分の問題は、更に考察を果ね飴稿として衆の横合に御参考に供したいと息

ふ。備同じ理由で十分内容を整理するの暇なく、二三畢者の所詮を殆んどそのま1の形で引用
させて貰ったところも数行奉るを諒とされたい。
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生物に最も著しき特性は物質とェネルギーの不断の襲化の中にありて、鋭然として自己の同
一●性を示すヽ一一つの箕体であるといふことである。生活体は外界から新しく物質とェネルギー

を括取し之を剛ヒし或は異化指費しっゝ間断なき新陳代謝作用の中にあって、個体としてのそ
の形塵政官財恒常に維持し．て行く、著しい特質をもってゐろ。人間は古くから生味のとの鮎に
注意し、、生命をもって「流れ」或は「烙」に喩へた。水は不断に流れ緯けても、流れの形は不
整であり、喝は常に燃焼しつゞけてもそれの姿に攣りがない。無しそこに見られる不整の流れ
或は焙を形づくる物質とェわレギーは、院時と雄も同じものではない。生物の体とはかくして
欒拓きわ皇りなき物質とェネルギ←の蓮練的代謝作用の中に行はれる座食活動の驚異的な－一つ
の場であると考へられるのである。
かくの如く生体は永遠に自己の同一性を保持せんとする傾向を有すると共に、物質代謝作用

を通じて見られる生長外部的或はヽ円斬勺環項に封する適應性それから自己の生命を改愛され
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たる形に於て、永遠に保たんとする生殖作用といふやうな物質的世界には、到底見られぬ作用
を規はすのである。

斯うしたことを通じて、．＿我々の関心を騒く捉へるものは、このうちに含まれる「合目的性」
といふことであらう。我々の血液中の酸素が何かの原因で減少するやうな場合、常に認められ

ることは血液中の赤血球の埠多現象である。我々の体内にある建分はI常にその濃度が恒常に
保たれ、それが或程度の異撃を来すときには必ずそこに病壁を現はすこ即ちそこには濃度の上

限と下限があり、それを逸晩するときは生命さへ危険隼曝されるのである。ところが腎臓に於

哩マルビギー氏や体の旛分吸収能力は一定であり、血液中の隠分痕皮が如何に降っても遠慮
なく、その披能を緯けるものであり、必然的踪緒として停止するところなき娃分濃度の低下に
よりて死を免れないのであるが、幸ひその性分を含んだ尿を造る細尿管から毛細血管により建
分が遵洩牧され血液申渡分濃変は、常に一定に保たれんとする慎向を示す。著し梼取する食物
に蛭分が多過ぎて、之が生理的正常濃度の上限を上逸るやうになれば遠雷に過剰め分だけは皮
膚下に貯威され、娃分の不足した場合にこれ折柄ふものであるこ■とが明かとなって来た。同株

に血液中の血陳が少くなったときには、この血購過少の血液が延経に循環し、こ1に於ける糖
中枢を刺戟し、膳中枢は神経により腎臓の上にある副腎に刺戦を輿へて、アドレナリンの分泌
を促し、このホルモンが血液によりて肝臓に造られ、肝臓内貯蔵の肝膳を分解して血液中牧分
の不足を補ふものと言はれ七ゐる。或は叉、我々の体中に在る西経繊維には遺心性の制裁俸連

作用をなすもの、求心性の刺戟停準に輿へるもの、同一の描経にして両作用を乗ね行ふも・のが
あるが、身体組織の一部を切り除き、それと共に徴十本の洒鮭漁経が功断された場合、その儀
が治癒するに従って切断された神経繊維は、伸長して必ず前に連絡してゐるものを捉へてこれ
と結合する。著しこれが倍達作用の方向の逆忠他のものと結合した場合は、如何なる結果を釆
すかは想象に難くない。これは恰も神経繊維が多数の相手の中から、自分の繁るべきものを探
し求めて行く′といふ風な情態が感ぜられるのである。

かくの如き生体内に茶ける、我々の想像も及ぼざる有機的相関々係杢一語調和活動を観ると
を何んびともそのうちに含まれる「合目的性」に封して、肢を覆ふことは出奔ない。近年我々
のよく耳にす、る相聞生理畢なるものがあるが、停染病を除いて多くの病気の原田が個々の器官i
には何等異状を認めないにも拘らず、全身に於げろ特岸諸器官相互野間に亘理的相関活動の破
綻を生じたるものとしてここれを正常状の態に引き戻すために種々の研究が進められてゐるも
ので最も新しを質草の一方向を代表するものであらう。

レーモン・ド要一シユをはじめ近世に於ける、多数の生物畢者が、この生体の中に見られる
「合目的性」を率直に受け容れて、かくの如く仝一体としての完全なる統制のもとに大調和の

姿に於て行ほれてゐる生体活動の規晋は、到底唯物論的に物質の展性のみをもって説明し→壷さ
んとしても、、これは到廣不可能事である。それは途方もなき企てであり、物質界を支配する因
果必然の法則をもって、どこませもこれを押し進めて行くならば、行きつくところは唯羅望の
大海のみであらう。こ」に物質以上のもの超自然的の或もの即ちEntele chjeな：るものを必然
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的要請として仮定しなくではならぬといふ態度をとってゐる。
彼等の一群を一括して、我々は生気論者或は活力論者と言ってゐるが、然し生物草は純乎と
して自然料率の立場に於て、その拳的自主存剖性を主張する、ものである限り、かやう′な不可知

超自然的葦在を仮定すると■享は、結局自然科拳としての敗北であり、自然科挙者としての自一己
香定であ皐と言はぬばならぬ。自然科聾者としての撃的生命はどこまでも「無私」の態度を堅
韓し、毒厘の主税も滑へるととなく、徹底的な自然律に封する従僕であるところ＿にある。科導
の普段とは、自然に封して質問を襲し自然自らをして、答へしめる唯一の方法であるとも言は

れてゐるが、賢験のみならず凡そ科拳的労作に於いて、主観こそは最も恐るべきタグーでなく
てはならぬ。芳し生気論著の態度を許すとすれば、彼等の祭り上げたる「超自然的羅封書」を

除く分野は、十分に従来′の我々の有する物質の展性概念をもって詮明し還されてゐるところで

あり、従って生物肇の研究は二十世紀初美をもって完了したといふことにノなる諸である？科挙
は羅封無私の勢作であり、そこに寸分の主観の介入を許さざるとこちに峻厳性と自己主音劉生を

もつべきで生気論著の態度こそ、科尊者としての最も卑劣なる眉減的逃避を苛味するものであ
ると言はなければならぬ。かの鵜の心筋の永線培養で有名なカレルによれば、この生命の畢間
の堕落の原因がデカルトにあるとりふ。デカルトは生命の主人公が物質の外にあるとし、これ
を物質から完全に分離したからである。

だからと貰って、この「合目的埠」を香足することは何ん人としても出来ぬところに科挙者
としての生命探究者擢とっての殆んど搾望的な窮地がある。然し、叉そこに政等の永遠の希望
があり、探究的情熱の湧き出づる泉があるとも言ひ得るのである。
・鱒欠は自然科尊者として、彼等の節操を貴も息箕に堅持すると恵す者の中に機械論著と呼ぶ

一群を鬼ることが出来る。この一群はロイドモーガン、ラヴオアジェ一、リーず」ヒ等の茸で
あるが彼等の主張するところは衆の如くである。

生命現象は有磯体として身体を構成せる極微の激粒子の研究と、知識とを基礎としなくては
なもぬ。唯草に有機体の外部に鈍る現象に目を奪はれるならば、物の本然を蝕むことは出来な

い。それ控軽泉城を見て重力の法則に従はぬ、一軽特加わ事象があると考へる如きであらう。→
我々り生命体を構成する基質である、原形質を如何に分析して見ても　C O・H．N．S．P．Cl．
K・Na・Mg．Ca．Fe，の十二の元素が見られるのみでこのうちC，0，H，N，が98％で残りの

ものが2％を占めてゐる。これが全てであり、この外にそこに超自然的何物の影をも見ること
は出来ない。自然科挙としての生物尊はどこまでも、その生体を形造る諸元素の清動の中に生
命を求めなくてはならぬ。多桂多様の物質の融合により、その構造と自照律による複雑窮まり
なき物質の活動が・最高度の階梯に到達したるとき、これをもって生命と呼ぶべきであると主

張するのであるが、斯うした機械論的考へ方はヽ十八世紀末ラホアジェ一による物質不滅の原
理十九世紀中葉に於ける、へ′レムホルツによるエホルギ←恒有の涯則の蟹見によりて、一骨の
拍車をかけられた諸である。（以下次汝）


